開経偈　唱和

　われわれは仏教という教えを勉強しているわけでありますが、その仏教という教えの世界の思想の流れにおける位置というものを考えてみますと、世界の思想のやはり中心は欧米の思想だということがいえます。

　なぜそういうことがいえるかといいますと、哲学を頭で考えた立場からするならば、欧米に広がった哲学ほど優れた哲学というものは世界にないだろうというふうに見ております。

　それはどういうことかというと、古代のギリシャ・ローマ時代に特に古代ギリシャにおいて非常に優れた哲学が生まれまして、それが今日の世界の文明の基礎をなしているという事実があります。そのギリシャ・ローマで生まれた哲学というものが、ローマ帝国がヨーロッパを征服しましたために、そのローマ帝国の領土にずうっと広がって行って、ヨーロッパのほとんど全土に広がったという事実があります。

　それからローマ帝国の末期に中近東から流れて来たキリスト教という宗教がローマの社会に入って来まして、そのキリスト教の信仰と古代ギリシャに生まれたプラトンとかアリストテレスとかいう哲学者の思想と合流しまして非常に緻密なキリスト教神学が生まれた。

　ところがルネッサンスになりますと、カトリック教会で主張していた地球が動かずに太陽がその周りを動いているという考え方がどうも正しくないということが発見されて、それから人類は眼で見えるもの、手で触れるもの、正しいか正しくないか実験のできるもの、正しいか正しくないか実験のできた結果というふうなものを非常に尊重する考え方が生まれまして、科学というものが発達した。科学というものは物質の社会を中心に勉強する学問でありますから、その考え方が物を大切にする考え方につながっていって、ルネッサンス以降は、それまで盛んだったキリスト教を中心にする宗教的な考え方と反対の考え方、つまり科学を中心にし、物を中心にする考え方が盛んになった。それが十九世紀の末まで続いた。

　ところがその後今度は、宗教的な精神を中心にした考え方でもなしに、また科学で主張している物を大切にする考え方でもなしに、その両方の中間にあるものを中心にした哲学が二十世紀以降生まれているというのが今日の実情でありますが、そういう哲学的な思想の流れを全部包み込んだ思想体系が仏教哲学だということがいえます。

　ですから仏教を一つの富士山のような山に譬えてみますと、その何合目にはカントの哲学があるとか、その少し右側にはヘーゲルの哲学があるとか、ずうっと左のほうにいくとマルクスの哲学があるというふうな形で、欧米の非常に優れたすべての哲学が釈尊のお説きになった哲学体系の中に全部入ってしまう。だからそういう形で世界のすべての哲学を自分の組織の中に包むことのできる力が仏教哲学にあって、そういう哲学が近い将来ヨーロッパにおいてもその正しさが発見されるという時代が近づいてきているというふうに見ることができます。

　ですから人類はそういう形で、たった一つの正しさというものに出会う機会が近づいている。これは非常に珍しいことで、われわれはそういうことはあり得ないと考えている。この世の中にたった一つの哲学なんていうのがあるはずがない。正しいと思われている哲学が生まれて、人々が大歓迎をしていると、ほんのわずかの時間が経つと、ここがおかしい、あそこがおかしいという考え方が出て来て、それとは違うまた別の哲学ができてきて欧米の哲学というものはとてつもなく発達しているわけであります。

　しかし、仏教哲学というものは山に譬えれば富士山のようなもので、欧米のすべてのさまざまの哲学が、この哲学は富士山の五合目にあるとか、この哲学は富士山の七合目にあるとかいうふうな形で、全部収まるような哲学体系を釈尊が二千数百年前に築かれたということが仏教哲学の意味であります。

　だから仏教哲学というものは単に日本だけの問題ではない。欧米も含めて世界のすべての国々がいずれその教えを正しいものとして信奉するような性格を持っている哲学だというふうなことがいえるわけであります。

　ですからそういう意味で仏教というものの勉強が非常に大きな意味を持っていると同時に、それが世界でいままで説かれなかった教えも全部含んで、これが人類の哲学における最終の形だというふうな内容を持っているということがいえるわけでありまして、そういう意味で、われわれが仏教を勉強し、それを人々に教えることによって、人間社会がたった一つの哲学を信ずるようになり、その結果、世界の情勢がいまよりはだいぶよくなるだろうという内容を持っているというふうに見ることができるわけであります。

　それではまた『正法眼蔵』の本のほうに入ってまいりますと、きょうは一〇一ページの「栢樹子」という巻からになるわけであります。「栢樹子」というのは、植物の名前でありまして、中国では寺院や仏閣の境内に非常にたくさん植わっている植物の名前だということがいえます。日本では「このてがしわ」と呼んでおります。なぜこのてがしわと呼ぶかというと、葉っぱが子供の手の平のように縦についておりまして、風が吹くとこういうふうに葉が手を叩くような様子をするために日本ではこのてがしわと呼ばれておりますが、中国では栢樹子という名前がつけられているという木であります。

　なぜこの栢樹子という木が問題になったかといいますと、中国に趙州従諗禅師という非常に優れた仏道の指導者がいたわけでありますが、ある僧侶から、「如何なるか是れ祖師西来の意」という質問を受けた。つまり、「達磨大師が西のほうから中国にわざわざ来られた、その真意はどういうことなのか」という質問を受けた。そのときに趙州禅師が「庭前の栢樹子」というふうに返事をした。恐らくその趙州禅師が説法をしている部屋の前の庭にこのてがしわの木がたくさん植わっていたというふうに想像することができるわけであります。

　ところが弟子のほうは、「庭先のこのてがしわの木だ」といわれても、意味がわからなかった。そこで弟子が「そういう具体的な物を使って説明されては困ります」という苦情を述べた。そうすると趙州禅師が「自分はそういう物を使って説明しているわけではない」という返事をした。そこで、弟子がどうも師匠のいっている意味がわからないので、もう一度、「如何なるか是れ祖師西来の意」という質問をしたところが、趙州禅師がもう一度「庭先のこのてがしわの木だ」という返事をした。

　ところが弟子のほうは、趙州禅師が「自分は具体的な物を使って返事をしているわけではない」ということを述べたので、弟子はそれではどういうことなのだろうかということで、非常に真剣な態度で質問をしたところが、同じように「庭先のこのてがしわの木だ」というふうな返事を聞いて、趙州禅師の意図がどういうことであるかということがわかった。

　趙州従諗禅師は、達磨大師が西のほうから来た趣旨がどういうものなのかという質問に対して、それはごく普通の地球上の事実だ。だから庭先に立っているこのてがしわと同じような性質のものだ。釈尊の教えというのは、単なる理屈ではない、われわれの生きている宇宙の中にあるもの、あるいは地球の表面にあるもの、そのものが真実だから、それを勉強しろという立場の思想であります。

　ですからそういう立場で趙州従諗禅師は、達磨大師の趣旨は、「庭先のこのてがしわの木だ」というふうに述べたところが、「それではわかりません」というふうに弟子がもう一度尋ねた。ただ、弟子のほうでは趙州従諗禅師がただ単にこのてがしわの木というものを使ってはっきりした返事から逃げていることでないということがわかったから、真剣になって聞いたところが、同じように庭先のこのてがしわの木だといわれた。

　ところがその二番目に言われた言葉を聞いて弟子は、趙州従諗禅師が、達磨大師がインドから中国に伝えられたものは、このわれわれの生きている現実の世界だ、例にとれば庭先のこのてがしわの木だと、こういうふうにいわれたということを理解して、わかったという印象を持ったということになるわけであります。

　そこで本文を最初から読んでいきますと、最初に趙州従諗禅師がどういう人かということが説明されております。

　「趙州真際大師は、釈迦如来より第三十七世なり」、趙州真際大師は釈尊から数えて第三十七番目の祖師である。

　「六十一歳にして、はじめて発心し、いへをいでて学道す」、六十一になってから初めて仏道を勉強したいという気持ちを起こした。「発心」というのは、「発菩提心」という言葉でありまして、「菩提」というのは真実でありますから、本当のことを知りたいという気持ちを起こした。そうして、「いへをいでて学道す」、家庭生活を離れて真実を勉強した。

　仏道では「発菩提心」というものを非常に大切に考えるわけでありますが、真実を知りたいというふうなことを考え始めると、世間ではおかしいと思う。笑う。「この世の中に真実があるかどうかわからないのに、真実を得たところで有名になるというわけでもない、お金が儲かるわけでもない。何でそんなばかなことに時間を潰すんだ」という感想もあるわけであります。

　しかし、仏道というものは何が本当かを究明するということを中心にした思想であります。なぜそんなことが大切かといいますと、この世の中の本当のものがわかってこなければ、人間として生きた価値がない。人間がほかの動物と違う点がどこにあるかというと、頭で考えて、あるいは自分のさまざまな哲学的な経験を積み上げて、何が本当かを勉強することのできる能力がある。だから人間はそういう真実をつかんで初めて人間として生きたという実感が持てる。そういう実感を持てない場合には、ご飯を食べました、寝ました、ご飯を食べました、寝ました、もう何万回やりましたといってみても、ただ空気を吸っていただけのことで、人間として生きた価値があるかどうかというと、はなはだ疑問だというふうな問題があるわけであります。そういう意味で仏道では何が本当かということを勉強することが人生にとって最も大切なことだと、そういう考え方があるわけであります。

　趙州従諗禅師も六十一歳になってから真実を得たいという気持ちを起こして、家庭生活を離れて真実を勉強し始めた。

　「このときちかひていはく」、このとき自分に誓っていうには、「たとひ百歳なりとも、われよりもおとれらんは、われかれををしふべし。たとひ七歳なりとも、われよりもすぐれば、われかれにとふべし」、相手の人が仮に百歳であっても、自分よりも仏道の理解が劣っているならば、自分がその人を教えよう。相手がたとえ七歳であっても自分よりも優れていたならば、自分はその人に対して質問をして勉強をしよう。

　「恁　ちかひて南方に雲遊す」、このような誓いを立ててから南のほうの地方に旅行して歩いた。

　「道をとぶらひゆくちなみに、南泉にいたりて願和尚を礼拝す」、そうして真実を求めて旅行している間に、南泉というところで南泉普願禅師という人に出会って礼拝をした。

　「ちなみに南泉もとより方丈内にありて臥せるついでに、師来参するに、すなはちとふ、近離什　処」、南泉普願禅師はそのとき自分の個人の部屋で昼寝をしていた。「師来参するに」、趙州従諗禅師がそこへ来た。そこで、「すなはちとふ、近離什　処」、南泉禅師が「最近どこからやって来たんだ」という問いかけをした。

　「師いはく、瑞像院」、そうすると趙州従諗禅師が「瑞像院に来ました」という返事をした。瑞像院というのは南泉普願禅師の寺の名前であります。だから「いまこの瑞像院にいます」という返事でもあるわけであります。

　「南泉いはく、還見瑞像　」、そうすると南泉禅師が「それでは瑞像を見たか」と。「瑞像」の「瑞」という字は非常に運がいいという意味の字でありまして、また瑞像院という寺の名前でもあるわけであります。そこで瑞像院のご本尊を拝んだかという意味で、「還瑞像ヲ見ルヤ　」という質問をしたところが、「師いはく、瑞像即不見、即見臥如来」、「自分はまだ瑞像院のご本尊は拝見しておりません。ただ、眼の前に釈尊と同じ人が寝ております」ということをいった。「臥如来」というのは、寝ている釈尊という意味で、「寝ている釈尊と同じような南泉普願禅師にお会いしております」という返事をした。

　「ときに南泉いましひ起してとふ、儞はこれ有主沙弥なりや、無主沙弥なりや」、そこで南泉禅師は、趙州従諗禅師のいっていることがただものでないということに気がついたので、早速起き上がって、「おまえは師匠のある修行者なのか師匠のない修行者なのか」という意味で「儞はこれ有主沙弥なりや、無主沙弥なりや」という質問をしたところが、「師対していはく、有主沙弥」、趙州禅師が「自分は師匠があります。師匠を持った仏教僧です」ということをいった。

　「南泉いはく、那箇是儞主」、そこで南泉禅師が「おまえの師匠は誰なんだ」という意味で「那箇カ是レ儞ガ主」という質問をしたところが、「師いはく、孟春猶寒、伏惟和尚、尊体起居万福」という返事をした。「孟」という字は初めという字でありまして、「孟春」というのは春の初めであります。「猶寒シ」、まだ非常に寒い。春の初めではありますけれども非常に寒い。「伏シテ惟レバ和尚」、謹んで考えてみますに、あなたは非常に体も立派で、また日常生活の動作も幸せに満ちていると、そういう意味で「尊体起居万福」ということを述べた。これは何を意味するかというと、弟子が師匠に対する挨拶であります。だからこの挨拶によって、私はあなたを自分の師匠と考えておりますという意味が含まれているわけであります。

　「南泉すなはち維那をよんでいはく、此沙弥別処安排」、そうすると南泉禅師は、「維那」というのは修行僧の監督をする役僧でありますが、その役僧を呼んで、この僧侶を特別に大切に扱えと、そういう意味で、「此ノ沙弥別処ニ安排セヨ」ということを述べた。

　「かくのごとくして南泉に寓直し、さらに余方にゆかず、弁道功夫すること三十年なり」、趙州従諗禅師はこのような形で南泉禅師の寺に泊まるようになって、それから別の地方に行くことをしなかった。「弁道功夫すること三十年なり」、そうして坐禅の修行を一所懸命にやることが三十年続いた。

　「寸陰をむなしくせず、雑用あることなし」、ほんのわずかの時間も無駄にせずに、雑用をするというふうなこともなかった。

　この時間を無駄にしないということが仏道修行にとってはかなり大切だという理解が行なわれております。

　たとえばこの道場でも土曜日の朝は『参同契』という石頭希遷禅師がお書きになったお経を読むわけでありますが、その一番最後のところに「謹んで参玄の人にもうす、光陰虚しく度ることなかれ」という言葉があります。それはどういう意味かというと、謹んで真実を勉強している人々にお願いします、どうか時間を無駄にしないでくださいと、こういう言葉があるわけであります。それが何を意味するかというと、人生というものは長くても今日だいたい百歳以内が多いわけでありまして、百歳という年限も時間としてはそう長い時間ではない。天文学では億光年というような単位があって、百年なんていう年限はそれに比べると実に短い時間ということになるわけでありますから、人間の一生というものも、長いようで百年経ったといってみても、実質的にはそう長いものではない。その短い時間の間に真実を勉強するためには時間を無駄にできないと、こういう事情があって、そこで石頭希遷禅師が「謹んで参玄の人にもうす、光陰虚しく度ることなかれ」、「光陰」というのは時間でありまして、どうか時間を無駄にしないでくださいと。

　私のように年を取ってきますとこの言葉は本当だなあと思う。若いときはそんなことは知らなかったから、何の役にも立たないようなばかな遊びをして遊びほうけていたわけでありますが、八十をこえてくると、「なるほど、人生というものは時間を無駄にできないものだなあ。人生で一番貴重なのは時間だなあ」と思うようになったというふうなことがあるわけであります。

　そこで趙州従諗禅師も一所懸命坐禅をして、時間を無駄にせず、余分なことをしなかった。

　「つひに伝道受業よりのち、趙州の観音院に住すること、また三十年なり、その住持の事形、つねの諸方にひとしからず」、そうしてそれから真実を伝えられて、仏道の行ないというものを受け取り、それから趙州という都市の観音院という寺の住職をしてまた三十年経った。「その住持の事形、つねの諸方にひとしからず」、趙州従諗禅師が観音院の住職として生活をしていたその事実や姿というものは、ほかのさまざまの地方に住んでいる仏教の僧侶と同じではなかったと、こういうことを述べているわけであります。

　そうして一〇四ページのところでは、趙州従諗禅師がどんな仏道修行の様子をしていたかというふうなことについて、道元禅師が『古尊宿語録』という本の中から趙州従諗禅師の例を引いているわけであります。

　「あるときいはく、煙火徒労望四鄰、饅頭鎚子前年別、今日思量空嚥津、持念少嗟歎頻、一百家中無善人、来者祇道覓茶喫、不得茶

　去又嗔」、あるとき次のような詩をつくられた。「煙火徒労ニ四鄰ヲ望ム」、ほかの家ではご飯を煮炊きするための煙がどんどん上がっているけれども、この寺では十分な食べ物がないから食べ物を煮炊きするような煙を上げることができない。そのことをまず、「煙火徒労ニ四鄰ヲ望ム」、周囲では煮炊きする煙がどんどん立ち上がっているけれども、寺ではそういうわけにいかない。

　「饅頭鎚子前年ニ別ル」、饅頭というのも鎚子というのも中国では比較的粗末な食べ物でありますが、そういう食べ物も、「前年ニ別ル」、去年から食べていない。「今日思量シテ空シク津ヲ嚥ム」、そこで、前年に食べた饅頭や鎚子のことを思い出して唾を飲み込んでいる。「持念ハ少ク嗟歎ハ頻リナリ」、そこで気持ちが落ち着いているという状況が少なく、ため息の出ることが非常に多い。

　「一百家ノ中ニ善人無シ」、そうして、たくさんの弟子たちがいるとしても、本当によい人はいない。つまり、たくさんの修行僧が尋ねて来るけれども、本当に優れた人が少ない。「来ル者ハ祇道ウ茶ヲ覓メテ喫セント」、来る人は、ただ「お茶を飲みたい」と、こういうことをいう。お茶を飲むということが真実を得るということを意味しておりまして、来る人は、悟りたい、悟りたいということばかりを願っている。「茶ヲ得テ　ワザレバ去ツテ又嗔ル」、悟るための効果が上がらないと、寺から出て行って腹を立てる。こういう詩を趙州禅師がつくられた。

　それに対して道元禅師が解説をされまして、「あはれむべし、煙火まれなり、一味すくなし、雑味は前年よりあはず」、この状態は非常に気の毒だ。食物を煮炊きして食べるということが非常に数が少なくて、「一味すくなし」、単純な味の食物でもそう多くはない。「雑味は前年よりあはず」、いろいろな材料を使った複雑な味のする食べ物は前年から縁がない。

　「一百家人きたれば茶をもとむ」、たくさんの仏道修行者が来るけれども、いずれも何かを得たいと思って寺にやって来る。「茶をもとむ」というのは、真実を得たい、悟りを得たいということでやって来る。「茶をもとめざるはきたらず」、何か欲しいという希望を持っていない者は寺院に訪ねて来ない。

　「将来茶人は、一百家人にあらざらん」、そこで、自分がもう真実をしっかり持っているような人はたくさんの訪れて来る僧侶の中にはいないであろう。

　「これ見賢の雲水ありとも、思斉の竜象なからん」、その点では、多少賢い人に出会う程度の修行僧はいるかもしれないけれども、龍や象のような優れた修行者と同じ立場に立ちたいと思っているような人はいないであろう。こういう感想を道元禅師が述べておられるわけであります。

　そうしてその次の一〇五ページも趙州従諗禅師の感想を述べた詩に対して道元禅師が解説をしておられるわけであります。

　「あるときまたいはく、思量天下出家人、似我住持能有幾、土榻牀破　蘆　、老楡木枕全無被、尊像不焼安息香、灰裏唯聞牛糞気」、あるとき趙州禅師が、次のような詩を述べられた。「思量ス天下ノ出家人」、考えてみるに、中国全体の僧侶の人々の中で、「我ガ住持ニ似タル能ク幾カ有ル」、自分のような住職の生活をしているものがいったい何人いるだろうか。「土ノ榻牀破レタル蘆　」、そうして寝る床も土を少し高く積み上げたような場所に寝ている。また寝具も使い古したような寝具を使っている。「蘆　」というのは植物を使ってつくられた寝具でありますから、非常に粗末なものということになります。「老楡木ノ枕全ク被無シ」、そうして古い楡の木を使って枕をつくっているけれども、それに掛ける布もない。「尊像ニハ焼カズ安息香」、そうして寺院のご本尊に対しては安息香というふうな比較的普通の香もたくことができない。「灰裏唯聞ク牛糞ノ気」、そうして牛の糞を燃料に使ったような臭いが炉の灰の中からしてくる。こういう詩を使った。

　これに対して道元禅師がまた解説をされてまして、

　「これらの道得をもて、院門の潔白しりぬべし」、このような詩を詠むことによって趙州従諗禅師が管理をしていた観音院の清らかな状況がわかる。

　「いまこの蹤跡を学習すべし」、今日でもこのような趙州従諗禅師の生き方というものを勉強すべきである。

　「僧衆おほからず、不満二十衆といふは、よくすることのかたきによりてなり」、趙州禅師の寺では僧侶の数が少なくて二十人に足らなかったといわれている。なぜ二十人に足らなかったかというと、趙州従諗禅師の寺ではなかなかその修行が全うできなかったからである。

　「僧堂おほきならず、前架・後架なし」、坐禅堂もけっして大きくはない。「前架・後架」というのは、今日でも坐禅堂は入口の近くの狭い坐禅の床のあるところと、その奥の比較的広い坐禅の床を置いた部屋と両方あって、入口のほうが「前架」、奥のほうが「後架」と呼ばれておりますが、そういう前架、後架の区別がなかった。

　「夜間は燈光あらず、冬天には炭火なし」、夜になっても明かりをつけることができなかった。冬になっても炭火をたいて暖を取るということができなかった。

　「あはれむべき老後の生涯といひぬべし」、きわめて哀れな年を取った後の生涯だということができる。

　「古仏の操行それかくのごとし」、過去において真実を得られた方々の行ないというものはこのような実情である。

　「あるとき連牀のあしのをれたりけるに、燼木をなはにてゆひつけて、年月をふるに、知事つくりかへんと報ずるに、師ゆるさざりけり」、あるとき、「連牀」というのは坐禅堂の中の横に長い床でありますが、その床に長い床にたくさんの僧侶が並んで坐禅をするわけでありますが、その長い床の脚が折れた。そこで、「燼木をなはにてゆひつけて」、木の燃え残りの部分を縄で縛りつけて床を支えて、そのまま坐禅をしていた。「年月をふるに」、そういう形で長年が経ってしまったので、「知事」というのは寺院のさまざまの事務をする役僧でありますが、役僧がその床をつくり替えようというふうに師匠に申し出た。ところが、「師ゆるさざりけり」、趙州禅師はそれを許さなかった。

　「希代の勝躅なり」、非常に珍しい優れた例である。

　「よのつねには、解　斎粥米全無粒、空対閑窓与隙塵なり」、そうしてふだんから、「斎粥ノ米ヲ解スルニ」、「斎」というのは昼食であります。「粥」というのは朝食であります。その昼食や朝食の米を眺めてみても、米粒がまったく見当たらないような状況であった。「空ク閑窓ト隙塵与ニ対ス」、そこで、何もない窓に向かって、ほこりが積もっている状況を眺めながら坐禅をしていた。

　「あるひはこのみをひろひて、僧衆も、わがみも、茶飯の日用に活計す」、ある場合には木の実を拾って僧侶も自分もお茶を飲んだりご飯を食べたりするときの日常の用に使った。

　「いまの晩進、この操行を讃頌する、師の操行におよばざれども、慕古を心術とするなり」、そうして、今日でも時代が遅れてから仏道修行をしている人々は、この趙州従諗禅師の行ないというものを詩をつくってほめるけれども、「師の操行におよばざれども」、とても趙州従諗禅師の修行には追いつかない。そこで、趙州従諗禅師のような過去の師匠を慕うということがその心のあり方である。

　

　こういうふうな趙州従諗禅師の生活の様子を説かれた後で、さらに趙州従諗禅師のものの考え方が説かれているわけであります。それが一〇七ページで、

　「あるとき衆にしめしていはく、われ南方にありしこと三十年、ひとすぢに坐禅す」、自分は南のほうの地方にいたけれども、その三十年の間ただ坐禅だけしていた。

　「なんだち諸人、この一段の大事をえんとおもはば、究理坐禅してみるべし」、おまえたちはもしもこの真実を得るというふうな大切な問題を手に入れようと思うならば、理論をよく勉強して坐禅をしてみるべきである。だから「究理坐禅」といっておられますから、修行も大切だけれども理論的に仏道を勉強するということも大事だと、こういうことを述べておられます。

　これが道元禅師の考え方でありまして、ただ悟ればいいんだというような形で、理論的な説明を軽視する態度ではなしに、釈尊の教えの内容として非常にはっきりとした哲学体系があるんだから、それを勉強しろということをいわれているわけであります。

　「三年・五年・二十年・三十年せんに、道をえずといはば、老僧が頭をとりて、杓につくりて小便をくむべし」、もし三年、五年、二十年、三十年というふうな形で仏道修行をして、しかも真実がわからなかったならば、「老僧」というのは趙州禅師自身でありますが、自分の頭蓋骨を使って柄杓をつくり、その柄杓で小便を汲んでもかまわない。そういう意味で「老僧が頭をとりて、杓につくりて小便をくむべし」ということをいっておられた。

　「かくのごとくちかひける、まことに坐禅弁道は、仏道の直路なり、究理坐看すべし」、このようなことを誓ったというふうな状況から見るならば、坐禅をして仏道を求めるということは、まさに「仏道の直路なり」、仏道を勉強する上のたった一つの一本道である。「究理坐看すべし」、そこでその意味を考え　ｍ坐禅をして問題を体験すべきである。

　「のちに人いはく、趙州古仏なり」、後の仏教僧たちが趙州禅師のことをほめて、趙州禅師は本当に真実を得た人だという表現をした。

　そうしてその後にこの巻の表題になっております「庭前栢樹子」の問題が出て来るわけであります。

　「大師因有僧問、如何　是祖師西来意」、趙州禅師があるとき僧侶がいて質問をした。「如何ナルカ是レ祖師西来ノ意」、「達磨大師が西のほうのインドからはるばると中国に来られましたが、その意図はどういうことでしょうか」という質問をした。

　「師云、庭前栢樹子」、ところが趙州禅師は、恐らくその場所に庭があって、庭にこのてがしわの木が植わっていたとみえまして、「庭先のこのてがしわの木と同じだ」という返事をした。

　「僧曰、和尚莫以境示　人」、そうすると僧侶は庭前ノ栢樹子というふうな言葉を使って質問をはぐらかされたと思った。まともな返事ではなしに、自分の質問に対して返事をしてくれなかったと思った。そこで、「僧曰ク、和尚境ヲ以テ人ニ示スコト莫レ」、「境」というのは環境という意味であって、具体的な物を意味するわけであります。そういう具体的に眼の前にあるようなものを使って私を教えてくださっても、私にはどうもわかりませんと、そういう意味で「和尚境ヲ以テ人ニ示スコト莫レ」。

　「師云、吾不以境示人」、「自分は何もそういう物を使っておまえを教えているわけではない」というふうにいわれた。「僧曰、如何　是祖師西来意」、そこで僧侶がもう一度「達磨大師がインドから来られた趣旨はどういうことでしょうか」という質問をしたところが、「師云、庭前栢樹子」、趙州禅師は依然として「庭先のこのてがしわの木だ」ということをいわれた。

　趙州禅師はけっして冗談やごまかしでこういう返事をしているわけではない。達磨大師がはるばると海を渡って三年間の歳月を費やして中国に上陸されたということも庭前ノ栢樹子と同じように地球上の事実だ。だからそういう地球上の事実だというふうなことをまずとらえるべきであって、頭で考えて、どういう意味がある、こういう意味があるというふうな解説をすべきでないという意味で、庭先のこのてがしわの木と同じだと、こういう返事をされたということになります。僧侶はよくわからなかったけれども、もう一度同じ質問をして、同じ返事が返って来たときに、師匠のいっていることがのみ込めたというのがこの物語の内容でありまして、それについて道元禅師が解説をされまして、

　「この一則公案は、趙州より起首せりといへども、必竟じて諸仏の渾身に作家しきたれるところなり」、この一つの公案は趙州禅師が初めて述べたところではあるけれども、究極においてはたくさんの真実を得た人々が体全体で努力をして自分自身が仏道をつかむというふうな形の修行に使われてきたところである。

　「たれかこれ主人公なり」、そうして、その意味は何かというと、人間というものは誰でも自主的でなければならない、自信を持って生きていかなければならないと、こういう主張であります。

　これについては、ある僧侶が毎日「おい」というふうに自分の名前を呼んで、自分が主人公であるということを絶えず意識していた。「おい、主人公」「おい、主人公」というふうな形で自分の主人公であることを忘れない努力をしたという例もあるわけでありますが、仏道の立場というのは自己責任。ほかの人のご厄介になって生きるという態度ではない。自分が責任を持って一所懸命生きますという態度が仏教哲学の基礎にあるわけであります。

　だからそこで、「たれかこれ主人公なり」というのは、誰でも各人が自分の主人公である、自主的に生きるべきである。このことは、今日世界のかなり強い傾向になっております民主主義というものと関係がある。自分自身が自分に責任を持たない場合には民主主義の社会が形成できない。

　イラクでフセインという独裁者がいて、その下でフセインの指示だけで奴隷的な動きをしていたというふうな社会というものは社会の水準としては遅れている。各人が自分の意見を持ち、自分の意志を持って堂々と生きる人々の集まりが人間の社会というふうにいうことができるわけであります。

　そこで、誰でも自分の主人でなければならないんだけれども、自分の主人になっている人が意外に少ないという意味で、「たれかこれ主人公なり」という表現をしておられるわけであります。

　「いましるべき道理は、庭前栢樹子、これ境にあらざる宗旨なり」、この物語の中で知らなければならない基本原則は、庭先のこのてがしわというものも独立独歩の一つの木であって、単なる環境ではない。

　「栢樹子これ自己にあらざる宗旨なり」、その点では、庭先のこのてがしわの木と自分自身とは別だというふうな意味が含まれている。

　「和尚莫以境示人なるがゆえに、吾不以境示人なるがゆゑに」、この物語の中で、弟子は、和尚さんそういう環境を使って教えてもらっては困ります、わかりませんということを述べているんだし、趙州禅師が、「吾境ヲ以テ人ニ示サズ」、環境を種にして説明をしているわけでないということをいわれているのであるから、その点では、僧侶の気持ちは、庭先のこのてがしわの木はわれわれ人間と直接の関係はないというような考え方をしているし、趙州禅師がその考え方を否定しておられるんだから、庭先のこのてがしわの木もわれわれ人間と同じような自主的な存在だという意味に理解することができると、こういう解釈をしているわけであります。

　「いづれの和尚か和尚にさへられん、さへられずば吾なるべし」、そうしてどの仏教僧、寺院の主人をしている仏教僧といえども、仏教僧としての主人公に邪魔されるということはない。つまり、自分自身で独立独歩に自分の判断で日常生活を生きている。「さへられずば吾なるべし」、ほかから邪魔されないというところに自分自身というものが出て来るであろう。

　「いづれの吾か吾にさへられん、たとひさへらるとも人なるべし」、そこで、われわれの日常生活を考えてみても、自分が自分に邪魔されるというふうなことはない。そうして、仮に自分が自分に邪魔されたとしても、人間であることには変わりがない。

　だから仏教哲学の基礎には今日人間主義と呼ばれるヒューマニズムの思想が中心になっているということがいえます。「仏」というのは本当の人間という意味。だから仏教思想の中心になるのは、今日世界の文化の大勢としてその中心になっていると考えられるヒューマニズムの思想だということがいえます。

　「いづれの境か西来意に罣礙せられざらん、境はかならず西来意なるべきがゆえに」、その点では、環境の世界というものも達磨大師が西のほうから来られた意志と密接に関連している。だから密接に関係していないというふうなことはない。「境はかならず西来意なるべきがゆえに」、客観的なこのわれわれの住んでいる世界も、達磨大師が西のほうから来られた仏教を広めてやりたいというふうな意志とけっして無関係ではない。

　その点では、この世の中の世界を物質としてとらえる考え方があるけれども、その物質の世界は必ず意味を持っている。単に物質的ではないというのが仏教の思想でありまして、そういう思想を「物心一如」というふうな言葉で表現するわけであります。物と心とは一つのものだ。そういう形で物と心とが一つに重なった現実の世界がわれわれの生きている世界だから、そういう現実の世界を基礎にして人生問題を考えるべきだというのが釈尊のお説きになった教えであります。そういう意味で「境はかならず西来ノ意なるべきがゆえに」。

　「しかあれども、西来意の境をもちて相待せるにあらず」、ただ、この場合も境と西来ノ意とを二つに分けて、それを二つに並べて対立させているわけではない。

　「祖師西来意、かならずしも正法眼蔵涅槃妙心にあらざるなり、不是心なり、不是仏なり、不是物なり」、そうして、「祖師西来ノ意」、達磨大師が西のほうから来られた意図というものも、「かならずしも正法眼蔵涅槃妙心にあらざるなり」、仏道の世界では、「正法眼蔵涅槃妙心」というふうな言葉を仏教思想の中心に置いているけれども、達磨大師が三年の歳月を費やして、まだ航海術の発達していない時期に東南アジアの島々を次々に渡り歩きながら、やっと中国の広州に上陸されたというふうなことは、「正法眼蔵涅槃妙心」というふうなすました言葉で表現できるようなものではない。そこで、その言葉を馬祖道一禅師は「是レ心ニアラズ、是レ仏ニアラズ、是レ物ニアラズ」といっておられる。心という言葉を使ってもこの現実の世界はぴったりと表現できない。仏という言葉を使ってもこの現実の世界はぴったりと表現できない。物質という言葉を使ってもこの世の中は表現できない。

　「いま如何是祖師西来意と道取せるは、問取のみにあらず、両人同得見のみにあらざるなり」、そこで、この物語の中で「達磨大師の西のほうから来られた意図はどういうものでしょうか」という言葉を述べたということは、「問取のみにあらず」、質問だけの意味ではない。「両人同得見のみにあらざるなり」、趙州禅師と僧侶とが同じ考え方を持っていたというふうなことだけもない。

　「正当恁　問時は、一人也未可相見なり、自己也能得幾なり」、そうして、まさにそのような質問が行なわれた時点というものは、「一人モ也タ未ダ相見スベカラズなり」、人間と人間とが出会ったというふうな形のものではなしに、もっと現実的な、もっと真剣なものであった。「自己モ也能ク幾ヲカ得ンなり」、その点では、師匠も弟子もお互いのいうことを聞きながら、さらに真実を得たいというふうな態度で問答が行なわれている。

　「さらに道取するに槃無不是なり」、その点では、相手の人間について間違ったことがないというふうな表現もできる。「このゆえに錯錯なり」、こういう点が道元禅師の表現の非常に皮肉なところでありまして、お互いに間違ったものを持っていないという形の努力をしているから、そういう状況の中では間違いだらけである。これも皮肉な表現ではありますが、人間は真実を求めて一所懸命に努力しているけれども、実情としては間違いだらけだというふうなこともけっして嘘ではないと、こういう意味であります。

　「錯錯なるがゆえに将錯就錯なり、承虚接響にあらざらんや」、そうして間違いだらけであるということがわかってくるから、間違いを間違いとして選択することができる。「将錯就錯」という言葉は『正法眼蔵』の中に幾らも出て来ますが、「間違イヲ将テ間違イニ就ク」というのが「将錯就錯」という言葉の読み方でありまして、何を意味するかというと、間違いが間違いとしてわかるということ。本当のことがわかるということは、間違いが間違いとしてわかるということでもあるわけであります。そうして、「虚ヲ承テ響ニ接スルにあらざらんや」、何も言葉では聞こえてこなくても、その意味がわかるというふうな状況がわれわれの日常生活の中にはあって、そういう状況でないはずがない。

　「豁達霊根無向背なるがゆえに、庭前栢樹子なり」、われわれの生きている世界はきわめてすっきりとした世界であって、その根源というふうなものについてもいいとか悪いとかいうふうな選択がない。「向背」というのはいいという態度と悪い態度というものが両方ないということであります。だからいい悪いというふうなことを乗りこえて現実に触れていくということが「豁達ノ霊根向背無シ」という言葉の意味でありまして、したがって達磨大師の趣旨というものは「庭前ノ栢樹子」だ。

　「境にあらざれば栢樹子にあるべからず」、そこで、そういう客観的な事物でなければこのてがしわとはいえないし、このてがしわでなければ真実だというふうな内容も見ることができない。

　「たとひ境なりとも、吾不以境示人なり、和尚莫以境示人なり」、確かに庭先のこのてがしわの木は環境の一つではあるけれども、趙州禅師にいわせるならば、「吾境ヲ以テ人ニ示サズ」、客観的なものを使って人に説明したわけではないという言葉になるし、僧侶の言葉からするならば、「和尚境ヲ以テ人ニ示スコト莫レ」という言葉になる。自分は客観的なものだけを聞きたいと思っているわけではないというふうな意味も同時に含まれている。

　「古　にあらず」、それは古ぼけた小さな神社の建物ではない。

　「すでに古　にあらざれば、埋没しもてゆくなり」、そういう古い小さな神社でないというふうなものであればこそ、いつまでも存続するというよりは、絶えず新しいものと入れ替わって埋もれていくものである。

　「すでに埋没しもてゆくことあれば、還吾功夫来なり」、この世の中の事実がどんどん、どんどんと古くなって消えていく。そのことが自分自身がさらに物事を考える態度が次々に生まれてくることでもある。だから古いものだけが尊いわけではない、新しいものだけが尊いわけではないと、こういう趣旨でもあるわけであります。

　「還吾功夫未来なるがゆゑに、吾不以境示人なり」、自分は自分の考え方が常に湧き出してきている。だから自分は単なる環境を使って説明するというふうな必要はない。

　「さらになにをもてか示人する」、そこで、それではそういう状況をどういう言葉で人に教えるか。「吾亦如是なるべし」、「吾亦是ノ如シなるべし」、「吾亦是ノ如シ」というのは、自分はこのとおりです、自分はこれ以外にはありません、つまり自分は現実の自分ですと、こういうことを意味しているわけであります。

　ですから、『正法眼蔵』を通じて仏道の思想を読んでいきますと、現実というものを無視しては何も残らない。道元禅師は絶えず現実というものがどういうものかが仏道修行の目標だということを述べておられますし、これは道元禅師だけじゃなしに、中国の祖師方に共通した態度だということがいえます。

　そういう現実主義の勉強が人類にとって不可欠。今日なぜ人類が不幸かというならば、夢ばかり見ていて本当のものを見ていない。あるいは夢を全部失って本当のものを見ていない。そういう二つの態度が盛んになっているから人類はこれほど不幸だということが実情であります。

　だから人類が幸せな社会に生きようとするならば、夢を捨てなきゃならない。そうかといって、カラカラに乾いてしまった物質主義を捨てなければならない。両方を捨てると現実というものが眼の前に現れて、その現実が真実だというのが釈尊の教えだというふうなことになるわけであります。

　きょうは少し時間が長くかかりまして、質疑の時間が短くなりましたが、ここで話のほうをとめまして、またご質問を受けるということにしたいと思います。何かありましたらどうぞ。

　問　　以前伺ったお話の中に、自分という存在をどう考えるかというときに、宇宙と一体になっているというふうな発想と、宇宙があってその中の一部分であるという、そういう見方と二つありまして、行動しているときには宇宙と一体になっているのが龍樹尊者のお書きになった『中論』の中にもあるというお話でしたね。こういう発想というのはやっぱり普通の人はしないので、このことについてぜひお話を伺いたいんですが。

　答　　うん。で、その思想は仏教思想にしかないと思います。だから客観世界と主体的な個人と二つに分けて、その関係を議論する哲学は山ほどある。世界のほとんどの哲学はそれです。

　ただ、仏教は現実の世界を問題にするから、宇宙と個人とが一体になった状況が現実そのものだ、それを勉強すべきだという主張ですから、そういう点では、宇宙と自己とが一体だという思想は仏教の中にきわめてはっきり出て来ているということになります。

　それが人類の社会にとって非常に貴重なんです。普通われわれは「自分という世の中で一番かわいいものはここにいる。自分だけかわいがればほかはどうでもいい」という考え方もあれば、「いや、それじゃいけません。自分は犠牲にして、ほかの人のことを考えなさい」という二つの思想があるけれども、そういう二つのばらばらになった思想を乗りこえて現実の自分をつかむというのが仏教思想だと、そういうことになります。

　問　　ここのところ、家庭内殺人という恐ろしい事件が多いんですけど、自分に自信をなくして家に引きこもっている若者というのはわりと多いらしいんですね。で、ある程度ジーッと家の中にいますと、どうも孤独になって、世間全体が敵になるんだそうですね。それで真っ先に目につく世間というのは、これは親なわけですから親が被害を受ける、場合によっては殺人行為の被害者になるということが現に起こっているわけですからね。こういうのを何とかしなきゃいけないし、まあそこまでいかなくても、世間は敵だとか社会は敵だなんて思っている人はわりと多いんじゃないかと思いますけれども、先生はどうですか。

　答　　その点はやっぱり身心の状態が病的になっているということです。もっと具体的にいえば、自律神経のバランスが壊れているということです。極端に交感神経の強い状態を持っていて、毎日の日常生活の中でますます交感神経を強めている努力をしているという人もいれば、副交感神経が強くて、もう常に副交感神経の強いことだけを念願として日常生活に努力している人はたくさんいるんです。で、そういう人々は必ず不幸になっている。自分をどうにも処理できないような状況に追い込まれて、それから抜け出せないで苦しんでいるというのが実情です。

　だから、その原則的なものをしっかりとつかんで、どういう環境を与えたらちょっとはよくなるかという努力が必要なんです。

　問　　それから趙州従諗禅師のお話が出て来ましたけれども、一〇一ページから一〇二ページにかけて「寸陰をむなしくせず、雑用あることなし」とありまして、雑用（ぞうよう）というのは、われわれは普通、雑用（ざつよう）というわけですね。この後道元禅師が趙州従諗禅師の詩をいろいろと書いておられます。

　結局いまのこの現代社会におきまして、雑用（ぞうよう）、つまり雑用（ざつよう）を無視して生活すれば、ほとんどの人が一生貧乏すると思うんですね。仕事をするというのは、要するにある意味でいえば雑用をこなすということが大半みたいな感じで。先生も公務員の経験がおありで、私も市役所とか区役所へ時ときどき行きますけど、区役所などで働いている人を受付から見ていますと、あの人たちの業務というのはほとんど雑用みたいなものですね。まあ九時から雑用が始まって五時まで雑用をこなしているということですけど。

　そういう雑用が仕事の中に満ち満ちているというのが実情で、それはもう避けられないというわけですね。そういうことを考えたら中央省庁の中で皆さんが残業に残業を重ねてやっているのは、あれはまあお国のためだともいえますけど、まあ雑用の塊みたいなものだともいえますし、こういうことについて先生はどういうことをお考えになりますか。

　答　　これはね、そういう雑用を減らすのは機械なんです。だからたとえば事務のやり方にしても、今日のコピーの機械があるのと、昔のように謄写版といいましてろう紙に針で字を書いてそれに上から炭を塗って印刷物をつくるというふうな時代に比べると、いまの瞬間的にコピーが取れるような機械というものは、人類の雑用をいかに減らしているかということなんです。

　だから特にコンピュータが発達したということは、人類の雑用がどんどん、どんどん減っているんです。そのことは、人間が人間でなければやれないような仕事に専念できるということだから、そういうことの中で今日の文明の進歩というものが雑用を減らすことに努力しているというふうなことはいえると思います。

　だから今日でも役所で雑用が多いというふうに見える場合でも、昔に比べればずいぶんとよくなった、何十倍も何百倍もよくなった。それが文化の価値です。

　問　　ああ。

　それからあともう一つ伺いますが、「主人公」という言葉が出てまいりましたね。誰でも自分が主人公であるというふうに思いたいわけですが、最近、大きな会社で富士通という会社がありますけど、そこを辞めた若い人がある種の内部告発の本を出しまして、それが非常によく売れているんですね。その人は東大の法学部を出ている人ですから、その人自身は非常に優秀な人ではあるんでしょうけれども、やはり非常に勇気があったと思うんですね。また、ご本人に自信があって実力があるからそういうふうな内部告発の本を堂々と出しても、ほかでも通用するだけの力量をお持ちだと思うんですね。

　でも、大多数の人はやっぱり給料をもらわなきゃ生きていけないですから、おとなしくしていますよね。この辺の兼ね合いということにつきまして先生はどういうふうにお考えになられますか。

　答　　これはね、仏道一途に生きるという道があるんですよ。周囲のことなんかどうでもいい、「仏道を勉強して、仏道の教えに従って徹底的に生きるんだ」という態度もあるんです。仏道修行者はそれなんです。

　で、「いやあ、それをやったらもう飯が食っていけないよ」ということが事実として起こるか起こらないかは、これは実験しなきゃわからないことで、（笑）たぶん食えないだろうと想像して、自分の人生を狭く切り詰めて大切な生涯を終わってしまうというようなことがもったいなくないかどうかという問題なんです。

　私自身もそう勇気があるほうじゃないから、まあ大きなことをいっているということになるかもしれないけれども、仏道の世界というのはそういう世界です。

　これはね、日本の社会では非常に珍しいことだけれども、どこの国でも珍しいことというわけではない。だから太平洋の向こうの大きな国あたりは個人が自分のやりたいことをやっているんです。ただそれと同時に、金も儲けたい、出世もしたいという願いも非常に貴重だから、そういう点で生活の態度が違うというのは様子として見えます。だから社会的なしがらみに縛られていない。その代わり、自分が努力して何とか金を儲けようとか、何とか有名になろうとかいう努力をみんなしていますよ。

　問　　それが「主人公」ということなんですね。

　答　　そうです。

　問　　はい、わかりました。ありがとうございました。

　問　　もう時間がないみたいですから簡単に。一〇八ページの一行目の「如何　是祖師西来意。師云、庭前栢樹子」と、三行目の最後の「たれかこれ主人公なり」ですね、私は長いことそんなに勉強したわけではないですが、ここはどうつながるかというのがよくわからなかったんですけど、ご老師のお話を伺いまして、初めてわかったと。ありがとうございました。

　実はこのことについてはたまたま縁があって何人かの学僧の方にお伺いしたときに、きょうみたいに明確なお話はしていただかなかったんですが、その方は、もうよほど昔ですけど、ポツンと「いや、そんな庭前ノ栢樹子といわなくても、何でもよかったんだよ」といわれて、まさしくそうですね。

　答　　うん、そう。

　問　　瓦といおうが、雑草といおうが、何というおうが、別に栢樹子にとらわれないで何でもよかったということだけ覚えていまして、まさしくそういうことでよろしいわけですね。

　答　　うん。

　問　　どうもありがとうございました。

　問　　先生の最後のほうのお言葉で、夢を捨てると。これは、夢を追いかけてばかりいたんではだめだよ、要するに現実に返れということだと思うんですね。

　俗にいいますと、夢も希望もなくなっちゃだめだという言い方もありますけれども、たとえば夢ということでとらえれば、たとえば小学校とか、そのぐらいの学年だと、将来はプロ野球の選手になるとか、夢をみんな持っているわけですね。それでだんだん中学校に行って、そこそこ野球をやって、もう少しいいかなと思って、今度高校へ行ったら、あちらこちらから実力のある選手が集まって来てぜんぜんだめで、最後にはもう諦めちゃうとか、野球の推薦で大学に入ったことは入ったんだけれども、もっと競争が激しくなってついには辞めてしまったという例も実際私は見てきたんです。

　そういう意味では、夢を持つこと自体は、年齢が低いときには私は必要だと思うんですけれども、その点はどういうふうに……。

　答　　そのとおり。子供のときに夢がないと成長しない。また、環境が夢を与えてやらないと成長しない。で、夢を持っていると、必ず挫折する。現実にぶつかる。物質世界にぶつかって、そこでまた別の勉強をするんです。

　だから仏教の哲学が苦諦・集諦というふうに並んでいるはそれなんです。苦諦というのは夢の世界。夢は美しいんだけれども、苦労に苦労を重ねるだけで終わるんです。そうすると今度は地面を見なきゃならんということで、集諦の時代が始まるわけです。それをやっていると、つまらなくて、今度はもうやる気がなくなるわけです。そこで「何かやろう」というところで滅諦の世界、行ないの世界ができてきて、それが一所懸命働くことによって完成という状況に達するわけです。

　だからこの四段階の考え方というのはもう人生の真実です。で、これは日本の思想だけではない。ドイツにゲーテという文学者がいて『ファウスト』という詩劇を書いていますけど、これは明らかに四諦論で構成されております。ゲーテはもちろん四諦論は知らなかった。ただ、彼は最初一所懸命暗い部屋で勉強しているわけです。ところが春が来て女性たちが戸外で美しい歌を歌っているというのに魅かれて真っ暗な自分の書斎から出て来るわけです。そこで戸外の明るい生活を知るわけです。だからいままでの学問の世界が苦諦であったとするならば、今度は集諦の世界に入って行って、女性と巡り会って、自分の行ないが悪かったのかどうか知らないけれどもとにかく女性を不幸にするような形の経験があって、それから地中海の小さな島に行って国王になって、そこで一所懸命いい仕事をして死んでいく。そうして最期に「おまえは美しい」という言葉をいいたいという念願を持っていたんだけれども、死ぬ間際に「おまえは美しい」という言葉を残して死んだという詩劇です。

　この劇の構成は明らかに四諦論です。ゲーテが四諦論を知っていたわけじゃない。ただ、人生を非常に深く経験し、考えた詩人としては、当然同じような思想の流れというものを経験したということになります。

　だから真実というものは世界に一つしかない。だからそれを勉強しなければ本当のものはわかってこないということになると思います。

　

　それでは、時間がきたようですから、普回向を唱えて終わりにしたいと思います。

普回向　唱和
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